管内

スポーツ少年団活動に関するアンケート調査の実施について
　スポーツ少年団は言うまでもなく、スポーツを通して青少年の心と体を健全に育成しようとする団体です。スポーツ少年団に所属している子どもたちの体力は、スポーツを日常的に行っていない子どもたちの体力を上回っている（静岡理工科大：富田）と言われています。

では、本道の子どもたちの現状はどうでしょうか。本道の子どもたちの体位は全国平均より優れているものの、体力はほとんどの項目で全国平均を下回っており、さらに肥満傾向も高いとの結果が出ています。この要因については北海道教育委員会（平成20年度　全国体力･運動能力、運動習慣等調査　北海道における調査結果の概要）が分析しています。
スポーツ少年団登録状況は、平成7年度の6万１千人をピークに漸減しここ数年は2～3％の割合で減少しています。このことは、非常に残念な結果であり、登録料を主な原資とする北海道スポーツ少年団の予算に直結する大きな問題です。全国的に子どもたちの体力低下が叫ばれている中、それを改善するために、スポーツ少年団の活動が充実・継続することが出来れば、北海道の子どもたちの体力の低下に歯止めをかけられるものと思われます。そして、そのスポーツ少年団の優位性を道民にアピールすることが活動の活性化に繋がり、しいては団員登録の増加にも結ぶつくものと思われます。
しかし、現状を考えた時、現在実施している事業の見直し(スクラップアンドビルド)は急務であります。登録をしているスポーツ少年団は何を求めているのでしょうか。そのためにも、この調査を通して道内の市町村スポーツ少年団の活動実態を把握し、登録の最大のメリットである事業を効果的にかつ効率的に行うための検討材料を収集するため本アンケート調査を行うものです。

設問で、項目を選択する質問では回答の前の□にチェック（(）をして下さい。
[image: image1.wmf]


Ⅰ　管内スポーツ少年団協議会の組織について
　Q１．あなたの管内事務局は何処にありますか

　　　　□　市町村体育協会事務局

□　市町村教育委員会（総合体育館など）
　　　　□　単位団の事務局(自宅)
　　　　□　担当者の職場（会社など）

　　　　□　その他（具体的にご記入下さい：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　Q２．あなたの管内の年間予算を教えてください。
　　　　□　10万円以上30万円未満

　　　　□　30万円以上50万円未満

　　　　□　50万円以上70万円未満

　　　　□　70万円以上90万円未満

　　　　□　90万円以上150万円未満

　　　　□　150万円以上

Q３．あなたに管内には次の組織がありますか。また、その会議は年何回行われていますか

· 委員総会（常任委員会）（□１回・□２回・□３回・□４回・□５回以上）

· 総務委員会　　　　　 （□１回・□２回・□３回・□４回・□５回以上）

· 指導委員会           （□１回・□２回・□３回・□４回・□５回以上）

· 活動委員会           （□１回・□２回・□３回・□４回・□５回以上）

· 広報委員会           （□１回・□２回・□３回・□４回・□５回以上）

その他委員会があれば教えてください。（　　　　　　　　　　　　　　）
Ⅱ　北海道スポーツ少年団の事業について
　Q１．北海道スポーツ少年団では、団員の交流や競技別交流、指導者の養成･研修、リーダーの養成･研修を指導者の表彰など行っていますが、それらの事業(別紙参照)をご存知ですか。
　　　　□　殆ど知っている、事業にも参加 (派遣)している･･･Q２－１へ進んで下さい。

　　　　□　殆ど知っているが、事業には参加 (派遣)したことが無い･･･Q２－２へ進んで下さい。

　　　　□　ある程度知っている、事業にも参加 (派遣)している･･･Q２－1へ進んで下さい。

□　ある程度知っているが、事業には参加 (派遣)したことが無い･･･Q２－２へ進んで下さい。

　Q２－１．過去にどの様な事業に参加していただきましたか。事業名をご記入願います。
　　　　
　　　　
Q２－２．なぜ事業に派遣(参加)しなかったのですか。思い当たる理由をご記入下さい。


　
Q３．今後どの様な事業の充実を図るべきだと思いますか。その選択した理由を下欄に記入してください。また、競技別交流の充実にチェックした場合は今後取組むべき種目も記入して下さい。(重複可)
· 交歓交流事業(北海道スポーツ少年大会の開催・全国スポーツ少年大会・日独同時交流への派遣など)

· 競技別交流大会(全道競技別交流大会の開催、全国大会へ派遣等)

· リーダー養成(Jrリーダースクール・全道リーダー研修会の開催、シニアリーダースクールへの派遣、道リーダー会の育成等)
· 指導者の養成・研修(認定員養成講習会、指導者研究大会、指導者･母集団研修会の開催、北海道スポーツ少年団指導者協議会の育成)

· 組織整備強化事業等の助成事業

　　　　※理由(必ず記入してください)

Q４．１０年以上活動(登録)している指導者(有資格者)や単位スポーツ少年団および市町村本部、市町村本部(管内)の役職員を対象とした表彰事業を行っていますがご存知ですか。
· 知っている、過去に推薦したことがある。

· 知っているが、推薦したことが無い…Q４－２へ進んでください。

· 知らない…Q４－２へ進んでください。

Q４－２．「推薦をしたことが無い」、「知らない」とされた理由をお聞かせ下さい。(複数回答可)

· １０年以上活動(登録)している指導者(有資格者)がいない。

· １０年以上活動(登録)している単位スポーツ少年団がない。

· 推薦の仕方が判らない。

· 推薦の書式が複雑で面倒くさい。

Ⅲ　北海道スポーツ少年大会についてお伺いします。
Q１．北海道スポーツ少年大会を知っていますか。

　　　□　知っている、参加したこともある。･･･Q２－１へ進んでください。

　　　□　知っているが参加したことは無い。･･･Q２－２へ進んでください。
Q２－１．参加した感想をご記入下さい。

　　　　
Q２－２．その原因は何だと思いますか。思い当たる理由をご記入下さい。


Q３．大会の内容を見直すとしたら何を改善したら良いでしょうか。

· 開催時期
□夏休み　□冬休み　□春休み　□夏･冬休み以外の3連休
□その他の時期(具体的にご記入下さい　　　　　　　　　)
· 開催期間

□１泊2日　□2泊3日　□3泊4日　

· 開催場所
□4ブロック持回り開催　□固定開催　□参加者が集まりやすい会場
· 参加対象（上限は高校3年生です）
　　　□小学校2年生以上　□小学校3年生以上　□小学校4年生以上

□小学校5年生以上

· 参加予定人員

　　　　　　　□100名以内　□150名以内　□150名以上
· その他お気づきの点がありましたらご記入下さい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅳ　登録料について
　Q１．登録料(現行:団員600円、指導者1,200円)、補助金(日体協、道教委)、事業負担金、協賛金などを原資として事業を編成しています。ここ数年団員数の減少や補助金の減額などで、非常に厳しい予算編成をしております。これを改善するためには、事業の見直しとともに収入の確保があげられます。そこで、登録料(団員･指導者)の値上げを提案した場合、賛同していただけますか。

　　　　□　賛同する･･･Q３へ進んで下さい。
　　　　□　事業の見直しなどを行ったうえでの値上げは賛同する･･･Q３へ進んで下さい。
　　　　□　賛同しない･･･Q４へ進んで下さい。
　Q２．Q１でと賛同するあるいは条件付きで賛同すると回答された市町村へ伺います。登録料の値上げ巾はどの位が妥当だと思いますか

　　　　□　100円

　　　　□　200円

　　　　□　300円

　　　　□　300円以上
Q３．賛同しないと回答された理由を教えてください。


　Q４．今年度から全道競技別交流大会（バレーボール・剣道・卓球）で参加料を徴収することとしましたが、その参加料の値上げを提案した場合賛同いただけますか。

· 賛同する

· 反対である…Q５へ進んでください
　Q５．反対であると回答された理由を教えてください。

Ⅴ　ブロック持回り事業について
　Q１．北海道スポーツ少年大会、Ｊｒリーダースクール、指導者・母集団研修会、日独スポーツ少年団受入事業、ブロック会議の各種事業をブロック持回りで実施しておりますが、事業で見直しが必要だと思われる事業にチェックし、理由を下欄に記入してください。
· 北海道スポーツ少年大会

· Ｊｒリーダースクール

· 指導者・母集団研修会

· 日独スポーツ少年団受入事業

· ブロック会議

※理由(必ず記入してください)

Ⅵ　組織整備強化事業費について

現在登録の実績に応じて助成金(団員一人当り70円)を配分していますが、団員登録が減少し
ている現状では、将来に亘って現行の予算を確保することが非常に厳しい事が予想されます。そこで質問です。
Q１．配分基準について伺います。

　　□　現行の配分基準を変更しても良い･･･Q２・３へお進み下さい
　　□　現行の配分基準は堅持すべきだ･･･Q４へお進み下さい
Q２．配分基準を変更(減額)した場合の金額を教えてください。
　　□　60円

　　□　50円

　　□　50円以下
Q３．「変更しても良い」をチェックした理由をご記入下さい。


Q４．「堅持すべき」をチェックした理由をご記入下さい。

管 内 名　　　　　　　　　　　　　　　

会 長 名　　　　　　　　　　　　　　　

事務担当者名(回答者)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事務局所在地

〒　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　FAX番号　　　　　　　　　　

E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　

以上ご協力ありがとうございました。


















回答は１１月１０日(火) までに下記あてに必ず提出してください。





提出先


〒062-8572


　　札幌市豊平区豊平5条11丁目1-1


　　　北海道立総合体育センター内


　　　財団法人北海道体育協会スポーツ振興グループ


（スポーツ少年団活動アンケート係り）
































（競技種目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





※現行大会概要


・開催時期：７月第4週～８月第１週　・開催期間：２泊３日


・開催場所：各ブロック持回り　・参加対象：小学校５年生以上高校３年生


・参加定員：１５０名











－5－　　

次のページへ進んでください

